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注意事項 

ご使用にあたりましては電源を入れたままでのコネクタの抜き差しは絶対に行わないでください。 

故障の原因になります。 
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■１ 概要 
  ・トーンプロセッサユニットＶＸ－８０と、リレーボードＴＫ－９６１０Ｂを組合せ、用途を「４回路のＯＮ／ＯＦＦ操作」に限定すること

で配線を簡略化した、実用に即応した組合せユニットです。 

 
 
■２ 特長 
  ・ディップスイッチの組み合わせにより、出力動作が選択できます。 

  ・８Ａ（定格）の動作確認用ＬＥＤ付きリレーを４個使用しています。 

  ・アンサーバックの機能があり、各リレーのＯＮ／ＯＦＦ状態を「送り手側」で確認することが可能です。 

  ・小型設計（９０ｍｍ×６０ｍｍ）です。 

 
 
■３ 添付品 

電源ケーブル × １ｍ 
信号ケーブル × ０．５ｍ 

基板用スペーサー × ４ 
 
 
■４ 仕様 

◇使用環境 

   動作温度範囲 ・・・・・・・・・・・・・ －１０℃～６０℃（氷結および結露のないこと） 

動作湿度範囲 ・・・・・・・・・・・・・ ５％ＲＨ～８５％ＲＨ 

◇電源部 

電源電圧範囲 ・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ９Ｖ～ＤＣ１５Ｖ 

サージ電流耐量 ・・・・・・・・・・・・２Ａ（８／２０μｓ） 

エネルギー耐量 ・・・・・・・・・・・・ ２０ｍＪ（２ｍｓ） 

消費電流 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４０ｍＡ以下（ＤＣ１２Ｖ、無負荷） 

◇リレー接点部 

接点容量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ＡＣ２５０ＶまたはＤＣ３０Ｖ以下、５Ａ（抵抗負荷）、２Ａ（誘導負荷） 

◇制御入力部（ＣＮ６の№１） 

入力ローレベル電圧範囲 ・・・・ ０．０Ｖ～０．６Ｖ 

入力ハイレベル電圧範囲 ・・・・ ２．７Ｖ～５．０Ｖ 

入力プル・アップ抵抗 ・・・・・・・ １０ＫΩ±５％ 

◇ドライバー出力部（ＣＮ６の№３） 

許容負荷電圧 ・・・・・・・・・・・・・ ２４Ｖ 

許容ＯＮ電流 ・・・・・・・・・・・・・ １００ｍ 

ＯＮ抵抗 ・・・・・・・・・・・・・・・ ４Ω以下 

◇信号インターフェース部 

許容入力電圧 ・・・・・・・・・・・・・ ±７５Ｖ（差動電圧）、±１５０Ｖ（同相電圧） 

入力検出電圧範囲 ・・・・・・・・・ ６ｍＶｒｍｓ～７７５ｍＶｒｍｓ、－４２ｄＢｍ～０ｄＢｍ（６００Ω換算） 

入力インピーダンス ・・・・・・・・ １ＭΩ以上 

許容出力バイアス電圧 ・・・・・・ ０Ｖ～５Ｖ 

最大出力電圧 ・・・・・・・・・・・・・ １Ｖｒｍｓ、－３ｄＢｍ（６００Ω換算） 

出力インピーダンス ・・・・・・・・ ６５Ω以下（３００Ｈｚ以上） 

 

電源ケーブル                信号ケーブル 

２Ｐコネクター付赤・黒ケーブル      ８Ｐコネクター付フラットケーブル 
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◇その他 

外形寸法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｗ９０ｍｍ×Ｄ６０ｍｍ×Ｈ１５ｍｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４－１】 

 

 

 

■５ コネクタの用途 
 本ユニットには、電源入力用コネクタ（ＣＮ１）、制御接点出力（ＴＥＲＭ１）と、信号入出力用コネクタ（ＣＮ６）があります。 

 

【表５－１】 ＣＮ１ 電源入力                       【表５－２】 ＴＥＲＭ１ リレー接点出力 

ＣＮ１ ピン番号 信 号 名 

 １ 電源入力  ＤＣ１２Ｖ 

２ ＧＮＤ 

 

 

 

 

 

 

 

【表５－３】 ＣＮ６ 信号インターフェース 

ＣＮ６ ピン番号 信 号 名 備    考 

 

１ ＢＵＳＹ信号出力遅延入力） ＡＧＮＤ（０Ｖ）レベルの間信号出力を遅延する 

２ ＡＧＮＤ ＥＭＩ除去フィルターを通してＧＮＤに接続 

３ ＰＴＴ（信号出力中出力） 信号出力中ＯＮ（０Ｖ）になり、それ以外はＯＦＦ（オープン） 

４ ＡＧＮＤ ＥＭＩ除去フィルターを通してＧＮＤに接続 

５ ＡＯＵＴ（トーン信号出力）  

６ ＡＧＮＤ ＥＭＩ除去フィルターを通してＧＮＤに接続 

７ ＡＩＮ＋（トーン信号＋入力） 差動アンプ（＋） 

８ ＡＩＮ－（トーン信号－入力） 差動アンプ（－）、不必要なときはＡＧＮＤに接続 

 

ＴＥＲＭ１ 用    途 備   考 

 リレーＯ1の接点出力 ａ接点 

リレーＯ２の接点出力 ａ接点 

リレーＯ３の接点出力 ａ接点 

リレーＯ４の接点出力 ａ接点 

1 

2 

 

1
2

3
4

5
6

7
8

 

ＣＮ１ 

Ｓ１ 

４回路ＳＷ 

ＣＮ６ TERM1 

- 01 -   - 02 -   - 03 -   - 04 - 

トーンプロセッサ 

ＶＸ－８０ 

リレーボード 

ＴＫ－９６１０Ｂ 
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■６ ディップスイッチの用途 

本ユニットには、設定により動作変更が可能な、４回路ディップスイッチ（Ｓ１）があります。 

以下に標準的な１０種類の動作（① ～ ⑩）とその設定一覧を示します。 

ユーザー仕様によるカスタマイズしたものを出荷可能（別途設定変更手数料が必要）です。 

 
 
表６－１ ディップスイッチ（Ｓ１）設定による標準動作一覧 

ディップスイッチ№と４回路の ON/OFF設定 
動   作 

（詳細は次ページ以降に順次解説） 
 １ ２ ３ ４ 

０  

  

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ① ワンプッシュ(DTMF) ＋ トーンアンサーバック 

１  
ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ② ワンプッシュラッチ(DTMF) ＋ トーンアンサーバック 

２  
ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ③ メモリー照合ラッチ(DTMF) ＋ トーンアンサーバック 

３  
ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ④ メモリー照合ワンショット(DTMF) ＋ トーンアンサーバック 

４  
ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ⑤ メモリー照合ラッチ(DTMF) ＋ ＤＴＭＦアンサーバック 

５  
ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ⑥ メモリー照合ワンショット(DTMF) ＋ ＤＴＭＦアンサーバック 

６  
ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ⑦ メモリー照合ラッチ(FSK) ＋ ＦＳＫアンサーバック 

７  
ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ⑧ メモリー照合ワンショット(FSK) ＋ ＦＳＫアンサーバック 

８  
ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ⑨ ワンプッシュ(DTMF) 

９  
ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ⑩ ワンプッシュラッチ(DTMF) 

１０  
ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ※将来用ですので選択しないで下さい 

１１  
ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ※将来用ですので選択しないで下さい 

１２  
ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ※将来用ですので選択しないで下さい 

１３  
ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ※将来用ですので選択しないで下さい 

１４  
ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ※将来用ですので選択しないで下さい 

１５  
ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＤＴＭＦ信号による設定 

設定№ 
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■７ 各動作の個別解説 
   以降の解説で、 

ＯＮはショート（導通）、ＯＦＦはオープン（開放）を示します。 

・トーン信号入力は・・・・・・ＣＮ６の７,８番へ、 

・アンサーバック出力は・・・・ＣＮ６の４,５番から、 

・リレーＯＮ／ＯＦＦ出力は・・ＴＥＲＭ1 から、それぞれ行います。 

 

 

◆標準的な１０種類の動作 

以下に標準的な１０種類の動作（① ～ ⑩）と対応するＤＩＰスイッチの設定を示します 

 

① ＤＴＭＦで行う【ワンプッシュ動作】＋ トーンアンサーバック 

ＤＴＭＦ信号を検知している間のみ、ＤＴＭＦ信号に対応する制御出力をＯＮします。 

  ＤＴＭＦ信号を検知していないときは、全ての制御出力がＯＦＦになります。 

 

 

        ディップスイッチ№０ 

（設定 ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＦＦ） 

 

 表７－１ ＴＥＲＭ１の出力と動作の関係 

ＣＮ６からの 

ＤＴＭＦ入力 
動  作 

リレー出力端子 

ＴＥＲＭ１ 

‘１’ ‘１’を検知している間のみＯＮになり、「プ ー ー」をアンサーバックします。 Ｏ１ 

‘２’ ‘２’を検知している間のみＯＮになり、「プープー」をアンサーバックします。 Ｏ２ 

‘３’ ‘３’を検知している間のみＯＮになり、「プ プ プ」をアンサーバックします。 Ｏ３ 

‘４’ ‘４’を検知している間のみＯＮになり、「ププププ」をアンサーバックします。 Ｏ４ 

 

 

 

② ＤＴＭＦで行う【ワンプッシュラッチ動作】 ＋ トーンアンサーバック 

  検知したＤＴＭＦ信号に対応する制御出力をＯＮし、それ以外の制御出力をＯＦＦします。 

 

 

        ディップスイッチ№１ 

（設定 ＯＮ－ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＦＦ） 

 

  表７－２ ＴＥＲＭ１の出力と動作の関係 

ＣＮ６からの 

ＤＴＭＦ入力 
動  作 

リレー出力端子 

ＴＥＲＭ１ 

‘１’ 
‘１’を検知するとＯＮになり、「プ ー ー」をアンサーバックします。 

‘１’以外を検知するとＯＦＦになります。 
Ｏ１ 

‘２’ 
‘２’を検知するとＯＮになり、「プープー」をアンサーバックします。 

‘２’以外を検知するとＯＦＦになります。 
Ｏ２ 

‘３’ 
‘３’を検知するとＯＮになり、「プ プ プ」をアンサーバックします。 

‘３’以外を検知するとＯＦＦになります。 
Ｏ３ 

‘４’ 
‘４’を検知するとＯＮになり、「ププププ」をアンサーバックします。 

‘４’以外を検知するとＯＦＦになります。 
Ｏ４ 

（有効キー） 

（有効キー） 
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③ ＤＴＭＦで行う【メモリー照合ラッチ動作】 ＋ トーンアンサーバック 

  検知したＤＴＭＦ信号の組み合わせで、制御出力のＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 

 

        ディップスイッチ№２ 

（設定 ＯＦＦ－ＯＮ－ＯＦＦ－ＯＦＦ） 

 

 表７－３ ＴＥＲＭ１の出力と動作の関係 

ＣＮ６からの 

ＤＴＭＦ入力 
動   作 

リレー出力端子 

ＴＥＲＭ１ 

‘１＊’又は‘１＃’ 
‘１＊’を検知するとＯＮになり、 「プ ー ー   ピポ

．
↑」をアンサーバックします。 

‘１＃’を検知するとＯＦＦになり、「プ ー ー   ピ
．
ポ↓」をアンサーバックします。 

Ｏ１ 

‘２＊’又は‘２＃’ 
‘２＊’を検知するとＯＮになり、 「プープー  ピポ

．
↑」をアンサーバックします。 

‘２＃’を検知するとＯＦＦになり、「プープー  ピ
．
ポ↓」をアンサーバックします。 

Ｏ２ 

‘３＊’又は‘３＃’ 
‘３＊’を検知するとＯＮになり、 「プ プ プ’ ピポ

．
↑」をアンサーバックします。 

‘３＃’を検知するとＯＦＦになり、「プ プ プ   ピ
．
ポ↓」をアンサーバックします。 

Ｏ３ 

‘４＊’又は‘４＃’ 
‘４＊’を検知するとＯＮになり、 「ププププ’ ピポ

．
↑」をアンサーバックします。 

‘４＃’を検知するとＯＦＦになり、「ププププ’ ピ
．
ポ↓」をアンサーバックします。 

Ｏ４ 

 ※ＤＴＭＦ信号‘１２３４’を検知すると制御出力のＯＮ／ＯＦＦ状態を順にアンサーバックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ＤＴＭＦで行う【メモリー照合ワンショット動作】 ＋ トーンアンサーバック 

  検知したＤＴＭＦ信号の組み合わせで、制御出力を１０秒間のみＯＮします。 

 

        ディップスイッチ№３ 

（設定 ＯＮ－ＯＮ－ＯＦＦ－ＯＦＦ） 

 

 表７－４ ＴＥＲＭ１の出力と動作の関係 

ＣＮ６からの 

ＤＴＭＦ入力 
動   作 

リレー出力端子 

ＴＥＲＭ１ 

‘１＊’ 
‘１＊’を検知するとＯＮになり、「プ ー ー」をアンサーバックします。 

１０秒経過後ＯＦＦになります。 
Ｏ１ 

‘２＊’ 
‘２＊’を検知するとＯＮになり、「プープー」をアンサーバックします。 

１０秒経過後ＯＦＦになります。 
Ｏ２ 

‘３＊’ 
‘３＊’を検知するとＯＮになり、「プープー」をアンサーバックします。 

１０秒経過後ＯＦＦになります。 
Ｏ３ 

‘４＊’ 
‘４＊’を検知するとＯＮになり、「ププププ」をアンサーバックします。 

１０秒経過後ＯＦＦになります。 
Ｏ４ 

（有効キー） 

（有効キー） 
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⑤ ＤＴＭＦで行う【メモリー照合ラッチ動作】 ＋ ＤＴＭＦアンサーバック 

  検知したＤＴＭＦ信号の組み合わせで、制御出力のＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 

 

        ディップスイッチ№４ 

（設定 ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＮ－ＯＦＦ） 

 

 表７－５ ＴＥＲＭ１の出力と動作の関係 

ＣＮ６からの 

ＤＴＭＦ入力 
動   作 

リレー出力端子 

ＴＥＲＭ１ 

‘１＊’又は‘１＃’ 
‘１＊’を検知するとＯＮになり、ＤＴＭＦ信号‘１＊’ をアンサーバックします。 

‘１＃’を検知するとＯＦＦになり、ＤＴＭＦ信号‘１＃’ をアンサーバックします。 
Ｏ１ 

‘２＊’又は‘２＃’ 
‘２＊’を検知するとＯＮになり、ＤＴＭＦ信号‘２＊’ をアンサーバックします。 

‘２＃’を検知するとＯＦＦになり、ＤＴＭＦ信号‘２＃’ をアンサーバックします。 
Ｏ２ 

‘３＊’又は‘３＃’ 
‘３＊’を検知するとＯＮになり、ＤＴＭＦ信号‘３＊’ をアンサーバックします。 

‘３＃’を検知するとＯＦＦになり、ＤＴＭＦ信号‘３＃’ をアンサーバックします。 
Ｏ３ 

‘４＊’又は‘４＃’ 
‘４＊’を検知するとＯＮになり、ＤＴＭＦ信号‘４＊’ をアンサーバックします。 

‘４＃’を検知するとＯＦＦになり、ＤＴＭＦ信号‘４＃’ をアンサーバックします。 
Ｏ４ 

 ※ＤＴＭＦ信号‘１２３４’を検知すると制御出力のＯＮ／ＯＦＦ状態を順にアンサーバックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ＤＴＭＦで行う【メモリー照合ワンショット動作】 ＋ ＤＴＭＦアンサーバック  

  検知したＤＴＭＦ信号の組み合わせで、制御出力を１０秒間のみＯＮします。 

 

        ディップスイッチ№５ 

（設定 ＯＮ－ＯＦＦ－ＯＮ－ＯＦＦ） 

 

 表７－６ ＴＥＲＭ１の出力と動作の関係 

ＣＮ６からの 

ＤＴＭＦ入力 
動  作 

リレー出力端子 

ＴＥＲＭ１ 

‘１＊’ 
‘１＊’を検知するとＯＮになり、ＤＴＭＦ信号‘１＊’ をアンサーバックします。 

１０秒経過後ＯＦＦになります。 
Ｏ１ 

‘２＊’ 
‘２＊’を検知するとＯＮになり、ＤＴＭＦ信号‘２＊’ をアンサーバックします。 

１０秒経過後ＯＦＦになります。 
Ｏ２ 

‘３＊’ 
‘３＊’を検知するとＯＮになり、ＤＴＭＦ信号‘３＊’ をアンサーバックします。 

１０秒経過後ＯＦＦになります。 
Ｏ３ 

‘４＊’ 
‘４＊’を検知するとＯＮになり、ＤＴＭＦ信号‘４＊’ をアンサーバックします。 

１０秒経過後ＯＦＦになります。 
Ｏ４ 

 

（有効キー） 

（有効キー） 
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⑦ ＦＳＫで行う【メモリー照合ラッチ動作】 ＋ ＦＳＫアンサーバック 

  復調したＦＳＫ信号の組み合わせで、制御出力のＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 

 

        ディップスイッチ№６ 

（設定 ＯＦＦ－ＯＮ－ＯＮ－ＯＦＦ） 

 

 表７－７ ＴＥＲＭ１の出力と動作の関係 

ＣＮ６からの 

ＦＳＫ入力 
動   作 

リレー出力端子 

ＴＥＲＭ１ 

‘１＊’又は‘１＃’ 
‘１＊’を検知するとＯＮになり、ＦＳＫ信号‘１＊’ をアンサーバックします。 

‘１＃’を検知するとＯＦＦになり、ＦＳＫ信号‘１＃’ をアンサーバックします。 
Ｏ１ 

‘２＊’又は‘２＃’ 
‘２＊’を検知するとＯＮになり、ＦＳＫ信号‘２＊’ をアンサーバックします。 

‘２＃’を検知するとＯＦＦになり、ＦＳＫ信号‘２＃’ をアンサーバックします。 
Ｏ２ 

‘３＊’又は‘３＃’ 
‘３＊’を検知するとＯＮになり、ＦＳＫ信号‘３＊’ をアンサーバックします。 

‘３＃’を検知するとＯＦＦになり、ＦＳＫ信号‘３＃’ をアンサーバックします。 
Ｏ３ 

‘４＊’又は‘４＃’ 
‘４＊’を検知するとＯＮになり、ＦＳＫ信号‘４＊’ をアンサーバックします。 

‘４＃’を検知するとＯＦＦになり、ＦＳＫ信号‘４＃’ をアンサーバックします。 
Ｏ４ 

 ※ＦＳＫ信号‘１２３４’を検知すると制御出力のＯＮ／ＯＦＦ状態を順にアンサーバックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ ＦＳＫで行う【メモリー照合ワンショット動作】 ＋ ＦＳＫアンサーバック 

  復調したＦＳＫ信号の組み合わせで、制御出力を１０秒間のみＯＮします。 

 

        ディップスイッチ№７ 

（設定 ＯＮ－ＯＮ－ＯＮ－ＯＦＦ） 

 

 表７－８ ＴＥＲＭ１の出力と動作の関係 

ＣＮ６からの 

ＦＳＫ入力 
動   作    

リレー出力端子 

ＴＥＲＭ１ 

‘１＊’ 
‘１＊’を検知するとＯＮになり、ＦＳＫ信号‘１＊’ をアンサーバックします。 

１０秒経過後ＯＦＦになります。 
Ｏ１ 

‘２＊’ 
‘２＊’を検知するとＯＮになり、ＦＳＫ信号‘２＊’ をアンサーバックします。 

１０秒経過後ＯＦＦになります。 
Ｏ２ 

‘３＊’ 
‘３＊’を検知するとＯＮになり、ＦＳＫ信号‘３＊’ をアンサーバックします。 

１０秒経過後ＯＦＦになります。 
Ｏ３ 

‘４＊’ 
‘４＊’を検知するとＯＮになり、ＦＳＫ信号‘４＊’ をアンサーバックします。 

１０秒経過後ＯＦＦになります。 
Ｏ４ 

 

（有効キー） 

（有効キー） 
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⑨ ＤＴＭＦで行う【ワンプッシュ動作】 

  ＤＴＭＦ信号を検知している間のみ、ＤＴＭＦ信号に対応する制御出力をＯＮします。 

  ＤＴＭＦ信号を検知していないときは、全ての制御出力がＯＦＦになります。 

 

        ディップスイッチ№８ 

（設定 ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＮ） 

 

 表７－９ ＴＥＲＭ１の出力と動作の関係 

ＣＮ６からの 

ＤＴＭＦ入力 
動   作 

リレー出力端子 

ＴＥＲＭ１ 

‘２’ ＤＴＭＦ信号‘２’を検知している間のみＯＮになります。 Ｏ１ 

‘４’ ＤＴＭＦ信号‘４’を検知している間のみＯＮになります。 Ｏ２ 

‘６’ ＤＴＭＦ信号‘６’を検知している間のみＯＮになります。 Ｏ３ 

‘８’ ＤＴＭＦ信号‘８’を検知している間のみＯＮになります。 Ｏ４ 

 

 

 

 

⑩ ＤＴＭＦで行う【ワンプッシュラッチ動作】 

  検知したＤＴＭＦ信号に対応する制御出力をＯＮし、それ以外の制御出力をＯＦＦします。 

 

        ディップスイッチ№９ 

（設定 ＯＮ－ＯＦＦ－ＯＦＦ－ＯＮ） 

 

 表７－１０ ＴＥＲＭ１の出力と動作の関係 

ＣＮ６からの 

ＤＴＭＦ入力 
動   作 

リレー出力端子 

ＴＥＲＭ１ 

‘２’ ‘２’を検知するとＯＮになり、‘２’以外を検知するとＯＦＦになります。 Ｏ１ 

‘４’ ‘４’を検知するとＯＮになり、‘４’以外を検知するとＯＦＦになります。 Ｏ２ 

‘６’ ‘６’を検知するとＯＮになり、‘６’以外を検知するとＯＦＦになります。 Ｏ３ 

‘８’ ‘８’を検知するとＯＮになり、‘８’以外を検知するとＯＦＦになります。 Ｏ４ 

 

 

 

◆ディップスイッチ№10 ～ №14は選択しないで下さい。 

 

 

 

 

◆ＤＴＭＦ信号による設定動作 

ＤＴＭＦ信号で設定変更を行なうことができます。 

 

        ディップスイッチ№15 
（設定 ＯＮ－ＯＮ－ＯＮ－ＯＮ） 

 

内容は ■各種設定（１４ページ）を参照してください。 

（有効キー） 

（有効キー） 
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■８ 接続例 
  本ユニットは「有線接続による制御」、「電話回線による制御」、「無線接続による制御」があり、 

最大４個の機器のＯＮ／ＯＦＦ制御が出来ます。 

また操作側で、離れた場所の動作確認のため、アンサーバックも可能です。アンサーバックには音の変化を返

送する方法と、ＯＮ／ＯＦＦ信号（DTMFまたは FSK）を返送する方法があります。 

 

 

 

◆ 有線によるＯＮ／ＯＦＦ制御とアンサーバック 

  有線による制御は、【図８－１】のようにＣＮ６より行います。 

入力はＤＴＭＦ信号またはＦＳＫ信号を用います。 

アンサーバックには、１）音の変化による方法と、２）ＯＮ/ＯＦＦ信号による方法があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気製品の安全性を規定する法律にＰＳＥ「電気用品安全法」があります。

本ユニットは一般的な電気製品には該当せずＰＳＥ対象外です。ＡＣコンセ

ント使用に当たっては安全性に配慮し、自己責任のもとにお願いします。 

【図８－１】 

ＧＮＤ 

＋ 

電源 ＤＣ１２Ｖ 

トーン信号発生器 (DTMFまたは FSK) 

ＶＸ－８０の使い方は別途 

マニュアルを参照してください 

制御信号↓ アンサーバック → 

１） 音の変化による方法 

２） ＯＮ/ＯＦＦ信号による方法 

第１機器 

第２機器 

第３機器 

第４機器 

VX-80 

Ch1   Ch2   Ch3   Ch4 

CN6 

本体CN6の 

4  5より 
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◆ 電話回線によるＯＮ／ＯＦＦ制御とアンサーバック （ＤＴＭＦ制御のみ） 
電話回線による制御は【図８－２】のように、電話回線制御ユニットを介して行います。 

入力はＤＴＭＦ信号を用います。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

電話回線制御ユニット 

ＴＫ－７５９０Ａ 
外線電話機 

ｱ
ﾝ
ｻ
ｰ
ﾊ
ﾞｯｸ →

 

← 制御信号 

【図８－２】 

[被制御側] 

[制御側] 
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◆ 無線によるＯＮ／ＯＦＦ制御とアンサーバック （ＤＴＭＦ制御のみ） 
無線による制御は、被制御側は【図８－３】のように、ＣＮ６への無線機接続で行います。 

また制御側は【図８-４】のようにＤＴＭＦ発信機能付きのＤＴＭＦ音送信にて行います。 

アンサーバックには、音の変化による方法と、ＯＮ/ＯＦＦ信号による方法があります。 

 

［被制御側］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［制御側］ 

ＤＴＭＦ発信機能付き無線機を使用し、ＤＴＭＦを送信してＯＮ/ＯＦＦ制御を行います。 

アンサーバックは音（回数と音程の変化）により確認が出来ます。 

また、無線機の外部スピーカー端子からの受信ＤＴＭＦをデコードして 

ＯＮ/ＯＦＦ状態をＬＥＤの点灯、消灯等で確認する方法もあります 

 

 

 

 

 

 

ＶＸ－８０の使い方は別途 

マニュアルを参照してください 

ＤＴＭＦを送信 

スピーカー端子より CN6の 

8  7 

VX-80 

Ch1   Ch2   Ch3   Ch4 

【図８－４】 

音によるアンサーバック 

ＬＥＤ等によるアンサーバック 

【図８－３】 

ＤＴＭＦ 

無線機の電源と本ユニットの 

電源が異なる場合に配線 

BUSY信号を検出する場合に配線 

ATT 
MIC  E    PTT  E 

ATT 

CN6 

第３機器 

第１機器 

第２機器 

ＧＮＤ 

＋ 

第４機器 

電源 ＤＣ１２Ｖ 

スピーカー端子 
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本ユニットと無線機を接続する場合、【図８－５】の様にＤＴＭＦトーンの適正な入・出力のためアッテネータ回路を挿入する必要が

あります。 

 

●ＶＸ－８０へのトーン入力は無線機のスピーカー端子からの信号音を、アッテネータを介してＣＮ６の７番８番に行います。 

感度は無線機の音量調整で行います。 

 

●ＶＸ－８０からのトーン出力は、ＣＮ６の５番４番からアッテネータを介して無線機のマイク端子へ行います。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンディ無線機で行う場合、メーカー別の一般的な配線を示します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

200Ω(1/2W) 
＋ 

 

－ 

ＳＰ端子より 10Ω 

【図８－５】 

【図８－７】 

「ICOM」  「YAESU」  「ALINCO」の場合 「KENWOOD」の場合  

ハンディ機の電源がＶＸ80とは別電源の場合、CN6の 8と 6を結線する必要があります。（破線部） 

※マイク出力ゲイン調整用の抵抗100KΩ は一般的な値です。機種によっては調整してください。 

 

 

 

ＭＩＣ端子へ 
100KΩ 

1KΩ 

－ 

 

＋ 

【図８－６】 

CN6 CN6 

2.5mm 

3.5mm 
SP 

MIC 

1KΩ 

※100KΩ ※100KΩ 

1KΩ 

無 

線 

機 

MIC 

SP 

MIC 

2.5mm 

3.5mm 

SP 

Ｃ
Ｎ
６
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■９ アンサーバックについて 

本ユニットには、アンサーバックの機能があり、リレーのＯＮ／ＯＦＦ状態を「送り手側」で確認することが可能です。 

アンサーバックには３通りのパターンがあります。 

 

① 音の回数と音程の変化により直接判定できるパターン（ＤＴＭＦ操作に限る） 

    「回数」で該当リレーを、「音程」でON/OFF区別を示します 

 

出力Ｏ1を確認時のアンサーバック 「プ ー ー」 （１回） 

出力Ｏ2を確認時のアンサーバック 「プープー」 （２回） 

出力Ｏ3を確認時のアンサーバック 「プ プ プ」 （３回） 

出力Ｏ4を確認時のアンサーバック 「ププププ」 （４回） 

 

ＯＮを確認時のアンサーバック  「ピポ
．
 ↑」 （尻上り） 

ＯＦＦを確認時のアンサーバック 「ピ
．
ポ ↓」 （尻下り） 

例 １ 【表６－１】 に於ける「ディップスイッチ設定」 №0、№1、№3の場合 （ 動作例 ①、②、④ ） 

 1  とすれば出力Ｏ１がＯＮになり 「プ ー ー」（１回）のアンサーバックが得られます。 

 2  とすれば出力Ｏ２がＯＮになり 「プープー」（２回）のアンサーバックが得られます。 

 3  とすれば出力Ｏ３がＯＮになり 「プ プ プ」（３回）のアンサーバックが得られます。 

 4  とすれば出力Ｏ４がＯＮになり 「ププププ」（４回）のアンサーバックが得られます。 

 

例 ２ 【表６－１】 に於ける「ディップスイッチ設定」 №2の場合 （ 動作例 ③ ） 

 1    *  とすれば出力Ｏ１がＯＮになり    「プ ー ー   ピポ
．
 ↑」 のアンサーバックが得られます。 

 1    #  とすれば出力Ｏ１がＯＯＦになり  「プ ー ー   ピ
．
ポ ↓」 のアンサーバックが得られます。 

 

② ＤＴＭＦ信号によるパターン 

例 ３ 【表６－１】 に於ける「ディップスイッチ設定」 №4、№5の場合 （ 動作例 ⑤、⑥ ） 

ＤＴＭＦ信号をアンサーバックします。 

 

③ ＦＳＫ信号によるパターン 

例 ４ 【表６－１】 に於ける「ディップスイッチ設定」 №6、№7の場合 （ 動作例 ⑦、⑧ ） 

ＦＳＫ信号をアンサーバックします。 

 

※ ①、②、③ いずれも  1   2   3   4  とすれば、４チャンネル分（出力Ｏ1～Ｏ４）の状態を一括でアンサーバックします 

動作リレー№を 

鳴音回数で示す 

ＯＮＮ／ＯＦＦ 

状態を音程変化 

で示す 
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■１０ 各種設定 

ＤＴＭＦ信号による設定(ディップスイッチ№15)では、「信号の組み合わせ」や「動作時間」等をカスタマイズできます。 

設定を行なうには、‘０’～‘９’および‘＊’と‘＃’の組み合わせコマンドを使用します。  

  ※全てのコマンド操作は、「＃９１＊」を行なわない限り、電源を切ると失われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１０－１】の通りＣＮ６の７,８番ピンへＤＴＭＦを入力、４,５番ピンから確認音を出力します。 

 

・コマンド待機中は、「プルプル」音が出力されます。 

・コマンド入力が有効な間は、無音になります。 

・コマンドの受付が正常に完了すると、 

「ピー」音が出力され、コマンド待機中に戻ります。 

・コマンドの入力にミスがあるか、５秒間をおくと、 

「ブブブブブ」音が出力され、コマンド待機中に戻ります。 

【図１０－１】 

ＤＴＭＦ信号発生器 

アンプ付きスピーカー又はクリスタルイヤホンで確認 

電源 ＤＣ１２Ｖ 

ＧＮＤ 

＋ 

CN6 
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 ◆「信号の組み合わせ」を変更する 

  メモリー照合ラッチ（ＤＴＭＦ／ＦＳＫ）やメモリー照合ワンショット（ＤＴＭＦ／ＦＳＫ）で行う信号の組合せは、 

全て同じメモリーを使用しています。 

出荷時の信号の組合せは、以下の表の通りですが、対応するメモリー番号をコマンド入力することで、変更できます。 

 

設定コマンド 

ｇｇｅｅｎｎ・・・ｎ  （ｇｇ：メモリー番号、ｅｅ：信号の組み合わせ桁数、ｎｎ・・・ｎ：信号の組み合わせ） 

 

 

 

表１０－１ 信号の組み合わせと対応するメモリー番号（制御出力のＯＮ／ＯＦＦ） 

メモリー番号 ＯＮ信号の組み合わせ メモリー番号 ＯＦＦ信号の組み合わせ 

０１ １＊ １７ １＃ 

０２ ２＊ １８ ２＃ 

０３ ３＊ １９ ３＃ 

０４ ４＊ ２０ ４＃ 

 

  表１０－２ 信号の組み合わせと対応するメモリー番号（ＯＮ／ＯＦＦ状態のアンサーバック） 

メモリー番号 ＯＮ信号の組み合わせ メモリー番号 ＯＦＦ信号の組み合わせ 

０５ １＊ ２１ １＃ 

０６ ２＊ ２２ ２＃ 

０７ ３＊ ２３ ３＃ 

０８ ４＊ ２４ ４＃ 

  ※ＤＴＭＦ／ＦＳＫアンサーバックの時のみ参照します。 

 

  表１０－３ 信号の組み合わせと対応するメモリー番号（ＯＮ／ＯＦＦ状態のアンサーバックの起動） 

メモリー番号 アンサーバックの起動信号の組み合わせ 対応する制御出力 

３３ １２３４ ＴＥＲＭ１ Ｏ１ 

３４ １２３４ ＴＥＲＭ１ Ｏ２ 

３５ １２３４ ＴＥＲＭ１ Ｏ３ 

３６ １２３４ ＴＥＲＭ１ Ｏ４ 

 

 

 例１０－１）メモリー番号０１の「１＊」を「＃１１」に、メモリー番号１７の「１＃」を「＃１０」に変更する場合 

       「０１０３＃１１」を入力し、ＯＮ信号の組み合わせを「＃１１」に変更します。 

       「１７０３＃１０」を入力し、ＯＦＦ信号の組み合わせを「＃１０」に変更します。 

       「 ＃９１＊」を入力し、設定を保存します。 

 

 例１０－２）メモリー番号０２の「２＊」を「１２３４」に、メモリー番号１８の「２＃」を「＃」に変更する場合 

       「０２０４１２３４」を入力し、ＯＮ信号の組み合わせを「１２３４」に変更します。 

       「１８０１＃」を入力し、ＯＦＦ信号の組み合わせを「＃」に変更します。 

       「＃９１＊」を入力し、設定を保存します。 

 

 例１０－３）メモリー番号１９の「３＃」を、無しに変更する場合 

       「１９００」を入力し、ＯＦＦ信号の組み合わせを無しに変更します。 

       「＃９１＊」を入力し、設定を保存します。 

 



- 16 - 

 

◆「ワンショット時間」を変更する 

  メモリー照合ワンショット（ＤＴＭＦ／ＦＳＫ）で、ＯＮ時間は対応する制御時間メモリー番号をコマンド入力することで 

変更できます。 

 

設定コマンド 

＃４７ｄｄｕｕｕｕｕ＊ （ｄｄ：制御時間メモリー番号、ｕｕｕｕｕ：制御時間） 

 

 

  表１０－４ 制御出力に対応する制御時間メモリー番号 

制御時間メモリー番号 ワンショット時間［秒］ 対応する制御出力 

００ １０ ＴＥＲＭ１のＯ１ 

０１ １０ ＴＥＲＭ１のＯ２ 

０２ １０ ＴＥＲＭ１のＯ３ 

０３ １０ ＴＥＲＭ１のＯ４ 

 

 

例１０－４）制御時間メモリー番号００の１０秒を、３０秒に変更する場合 

       「＃４７００３０＊」を入力し、ワンショット時間を３０秒に変更します。 

    「＃９１＊」を入力し、設定を保存します。 

 

例１０－５）制御時間メモリー番号０１の１０秒を、３分（１８０秒）に変更する場合 

       「＃４７０１１８０＊」を入力し、ワンショット時間を３分に変更します。 

    「＃９１＊」を入力し、設定を保存します。 

 

 

◆「時間メモリー」を変更する 

アンサーバックは、状態変化の検知後、０．２秒間ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）を監視し、オープン（ハイレベル）が 

継続すれば、ＰＴＴ（信号出力中出力）をＧＮＤ（０Ｖ）レベルにし、さらに１秒経過後に、信号の発生を行なうようになっ

ています。 

  ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）の監視時間や、ＰＴＴ（信号出力中出力）をＧＮＤ（０Ｖ）レベルにした後の信号の発生遅延

時間設定は、対応する時間メモリーをコマンド入力することで、変更できます。 

 

※監視や遅延時間は、通信設備の応答時間を考慮した上で行なって下さい。 

 また、監視や遅延時間は、０．０４秒以上にして下さい。 

 

設定コマンド 

＃４１ｄｄｕｕｕｕｕ＊  （ｄｄ：時間メモリー番号、ｕｕｕｕｕ：監視や遅延時間） 

 

 

  表１０－５ 制御入力に対応する制御入力状態変化応答時間番号 

時間メモリー番号 監視や遅延時間 (×0.01秒) 用途 

００ ２０ ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）の監視時間 

０１ １００ ＰＴＴ（信号出力中出力）をＧＮＤレベルにした後の、信号の発生遅延時間 

 

 

 例１０－６）時間メモリー番号００の０．２秒を０．１秒に変更し、時間メモリー番号０１の１秒を０．５秒に変更する場合 

 

       「＃４１００１０＊」を入力し、ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）の監視時間を０．１秒に変更します。 

       「＃４１０１５０＊」を入力し、信号の発生遅延時間を０．５秒に変更します。 

    「＃９１＊」を入力し、設定を保存します。 
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［メモ］
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［メモ］  
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